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【無線局免許制度の概要】 

 
 
 
 

 
免
許
を
要
す
る
無
線
局 

 
陸上移動局 

 
簡易無線局 

 
構内無線局 

27MHz 無線操縦発信器用 
150/400MHz業務用・簡易無線局用
347.7～351.9MHz 簡易無線局用 
900MHzパーソナル無線用 
50GHz画像伝送用 

特定ラジオマイクの 
陸上移動局 

テレメータ用、テレコントロ
ール用及びデータ伝送用 
1,216MHz帯 0.1W以下 

 
データ伝送用 

19GHz帯 0.3W以下 

 
移動体識別用 

2.4GHz帯 0.3W以下  
発射する電波が著しく 
微弱な無線局 

テレメータ・テレコントロー
ル・データ伝送用 

400・1,200MHz帯 

医療用テレメータ用

400MHz帯 

無線呼出用

400MHz帯 

ラジオマイク用

75/322/800MHz帯 

補聴援助用ラジオマイク用

75MHz帯 

無線電話用

400MHz帯 

音声アシスト無線電話用

75.8MHz 

移動体識別用

2.4GHz帯 

ミリ波レーダー用

60.5/76.5GHz 

ミリ波画像伝送用・ミリ波デ
ータ伝送用 59～66GHz 

移動体検知センサー用

10.525/24.15GHz 

コードレス電話の無線局 

 
市民ラジオの無線局 

 
空中線電力が 0.01W 
以下の無線局 

(小電力無線局) 

 
免
許
を
要
し
な
い
無
線
局 

特定小電力無線局 

小電力セキュリティ 
システムの無線局 

小電力データ通信システム

の無線局 

デジタルコードレス電話 
の無線局 

PHSの陸上移動局 

狭域通信システムの無線局

5GHz帯無線アクセス 
システムの陸上移動局 

（電波法第 4条） 

（設備規則第 49条の 16） 

（施行規則第 14条） 
（告示・昭和 61年第 378号）

（設備規則第 54条）

（電波法第 4条第 1号） 
（施行規則第 6条 1項） 

（適合表示無線設備） 

（適合表示無線設備） 
（電波法第 4条 
ただし書き） 

（電波法第 4条第 3号） 
（施行規則第 6条第 4項） 

（電波法第 4条第 2号） 
（施行規則第 6条第 3項） 

（特定小電力無線設備） 

（施行 6-4-8） 

（施行 6-4-7） 

（施行 6-4-6） 

（施行 6-4-5） 

（施行 6-4-4） 

（施行 6-4-3） 

（施行 6-4-2） 
（設備規則第 49条の 14）

（施行 6-4-1） 

体内植込型医療用データ
伝送用 400MHz帯 

（告示・平成元年第 42号） 

（設備規則第 54条） 

（設備規則第 49条の 9） 

免許を要する無線局・免許を要しない無線局
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無線局の電波法上の免許の要否 

 
電波法抜粋 

(無線局の開設) 

第4条 無線局を開設しようとする者は、

総務大臣の免許を受けなければな

らない。 

ただし、次の各号に掲げる無線

局についてはこの限りでない。 

一 発射する電波が著しく微弱な無線

局で総務省令で定めるもの 

二 (略：市民ラジオ) 

三 空中線電力が0.01ワット以下であ

る無線局のうち総務省令で定めるも

のであつて、次条の規定により指定

された呼出符号又は呼出名称を自動

的に送信し、又は受信する機能その

他総務省令で定める機能を有するこ

とにより他の無線局にその運用を阻

害するような混信その他の妨害を与

えないように運用することができる

もので、かつ、適合表示無線設備(注)

のみを使用するもの 

四 （略：登録局） 

出典：「小電力無線局解説書」（社団法人電波産業会発行） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

微弱無線局 
 

（免許を要しない無線局） 

特定小電力無線局 

その他の小電力無線局 
（例：コードレス電話、ＰＨＳ子局、ＥＴＣなど） 

電波法第４条第一項から第四項に該当しないもの 

無線局の局種の例：陸上移動局、簡易無線局、実験局

（免許を要しない無線局） 

（免許を要しない無線局） 

（免許を要する無線局） 

（注）適合表示無線設備 
「特定無線設備の技術基準適合証明に関する規則」で定める小規模な無線設備について電波
法に定める技術基準に適合している無線機器。基準に適合した無線機器には証明マークのラベ
ルが貼付される。 
 総務大臣の登録を受けた登録証明機関が行う「技術基準適合証明」及び「工事設計認証」の
特定無線設備並びに製造事業者等が自ら「技術基準適合自己確認」を行った特定無線設備に貼
付されることになっている。 
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特定小電力無線局の概要及び周波数帯 

 

特定小電力無線局の用途 特定小電力無線局の概要 使用周波数帯 
テレメータ用、テレコント

ロール用及びデータ伝送用 

電波を利用して遠隔地点における装置の機能を

始動、変更又は終止させることを目的とする信

号の伝送を行うもの。又は、機械によって、処

理される情報又は処理された情報の伝送を行う

もの 

400MHz 帯 

1,200MHz 帯 

医療用テレメータ用 病院、診療所その他の医療機関又は研究機関に

おいて、生体信号の伝送を行うテレメーター用

のもの 

400MHz 帯 

体内植込型医療用データ伝

送用 

体内無線設備と体外無線設備との間で行う医療

の用に供するデータ伝送を行うもの 

400MHz 帯 

無線呼出用 無線呼出を行うもの 400MHz 帯 

ラジオマイク用 単向通信方式又は同報通信方式による音声、楽

器音等の音響を伝送するもの 

（通称Ｂ型(800MHz 帯)/Ｃ型(322MHz 帯)/Ｄ型

(75MHz 帯)ラジオマイク 

75MHz 帯 

322MHz 帯 

800MHz 帯 

補聴援助用ラジオマイク用 聴覚障害者の補聴を援助するための音声その他

の音響の伝送を行うラジオマイク用のもの 

75MHz 帯 

無線電話用 主として音声による通信を行うもの 

（ラジオマイク用を除く。） 

400MHz 帯 

音声アシスト用無線電話用 視覚障害者の歩行を援助するための情報を音声

によって伝送する無線電話用のもの 

75.8MHz 

移動体識別用 応答のための装置（応答器）に対し特定の信号

により変調された電波又は無変調の電波を発射

し、これを受信した応答器が再送信する特定の

電波を受信することにより行う移動体の識別を

行うもの 

2,400MHz 帯 

ミリ波レーダー用 ミリメートル波帯の周波数の電波を使用するレ

ーダーであって、無線標定業務を行うもの 

60.5GHz 帯 

76.5GHz 帯 

ミリ波画像伝送用及びミリ

波データ伝送用 

ミリメートル波帯の周波数の電波を使用して画

像伝送やデータ伝送を行うもの 

59GHz 帯～ 

66GHz 帯 

移動体検知センサー用 主として移動する人又は物体の状況を把握する

ため、それに関する情報（対象物の存在、位置、

動き又は大きさ等）を高精度で取得するために

使用するもの 

10.5GHz 帯 

24.15GHz 帯 

出典：「小電力無線局解説書」（社団法人電波産業会発行） 
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特定小電力無線局の技術基準の概要 

 
特定小電力無線局の技術基準の概要は、下表に示すとおりである。ただし、表中、混信防

止機能の欄の機能については以下のとおりである。 
 
１ 主として同一の構内において使用される無線局の無線設備であって、識別符号を自動

的に送信し、又は受信するもの 
２ 利用者による周波数の切替え又は電波の発射の停止が容易に行うことができるもの 
３ 受信した電波の変調方式その他の特性を識別することにより、自局が送信した電波の

反射波と他の無線局が送信した電波を識別できるもの 
用途 テレメータ用、テレコントロール用及びデータ伝送用 

周波数帯 400MHz 帯 400MHz 帯 400MHz 帯 400MHz 帯 1,200MHz 帯 1,200MHz 帯

周波数の数 10 波 4 波 46 波 15 波 21 波 40 波 

通信方式 単行通信、単信、又は同報通信 単行通信、単信、同報通信、半復信、又は

復信 

空中線電力 1mW以下 1mW以下 10mW以下 10mW以下 10mW以下 10mW以下 

電波型式 F1D、F1F、F2D、F2F、F7D、F7F、G1D、G1F、G2D、G2F、G7D、G7F、D1D、D1F、

D2D、D2F、D7D、又は D7F 

占有周波数帯幅の許

容値 

8.5kHz 16kHz 8.5kHz 8.5kHz 32kHz 16kHz 

周波数の許容偏差 ±４×１０-6 ±３×１０-6 

スプリアス発射の強

度の許容値 

2.5μW以下 

隣接チャネル漏えい

電力比 

40ｄB 以上 

発振方式 水晶発振方式又は水晶発振により制御するシンセサイザ方式であること 

混信防止機能 １又は２の機能 

キャリアセンス 不要 不要 要 要 要 要 

送信時間制限 要 要 一部不要 要 一部不要 一部不要 

空中線の構造 給電線及び設置装置を有しないものとすること 

空中線利得 2.14dbi 以下 

その他 一の筐体に収められており、かつ、空中線端子を備えず、容易に開けることができないこと

出典：「小電力無線局解説書」（社団法人電波産業会発行） 

 




